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は じ め に

マー ク ・トウ ェイ ンは さまざまな作 品の なかで
,暴 力 を執 拗 に描 い て い る。

それ は,人 間生 活 にお い て常 に拘 わ りが 深 いか らで あ り
,ま た それ につ い て

考 え るべ きだ か らだ と トウェインが捉 えたか らに違 いない。

人間 は歴史的 な点 か ら見 て も,個 人 的 な生 活 の 営 み の点 か ら見 て もそれぞ

れの環境 のなかで,常 に暴 力 と深 い拘 わ りを持 って きた
。 トウェイ ンの描 く

例 えば,6世 紀 ・15世 紀 イ ギ リス,15世 紀 オ ー ス トリア,あ るい は19世 紀 ア

メ リカ社 会 も例 外 で は な い。 あ る意味 で は,時 代 環 境 が暴 力 を生 み 出 す の で

あ る。 とりわ け トウェイ ンの生 きた特 に19世 紀 ア メ リカ フ ロ ン テ ィア か

ら正 に暴 力が顕著 に読 み とれ る。

しか し,ト ウ ェ イ ンは暴 力 を好 む人 間 は一握 りの もの しか いない と言って

い る。彼 は,代 表 作 『ハ ックル ベ リ・フ ィ ンの冒険』(以 下 『ハ ック ・フ ィ ン』

と略 記)に お いて も,「 普 通 の人 は トラ ブル も危 険 も好 きじゃない
。 ……哀 れ

な もののなかで最 も哀れ な ものが暴徒 だ。軍隊 とは所謂 一 つの暴徒 だ
。根 っ

か らの勇気 ではな く大勢 のひ とや上 官か ら借 りた勇気 で戦 うんだ」 と書 いて

い る。数多 くの人 間が何故暴 力 を行使 す るのか。人間 は強 い存在 だか らなの

115



か,あ るい は弱 い存 在 だ か らなの か 。 また,人 間 は不 完 全 だ か らな の か。 暴

力 に対 して人 間に必要 な もの は愛 なのか,笑 い な の か。 本 稿 で は,ト ウ ェイ

ンの そ う した作 品 を通 して,こ の 問題 テー マ を考 察 して みた い。

環 境 と 暴 力

『コネ ティカ ッ ト・ヤ ンキー』(1889年)の ア ーサ ー王 朝,『 王 子 と乞 食 』(1882

年)の チ ュー ダ ー王 朝,『 外 国放 浪 記 』(1889年)の ヨー'ロッパ ・ あ るい は 『赤

道 に沿 って一 一世界一 周の旅』(1899年)の 世 界 につ い て,更 に は 「呪 わ れ た

人 類 」(1889年),『 地球 か らの手 紙 』(1962年)や 未 完 の 『不 思議 な よ そ者 ・

原 稿 』(1916年)に お け る地 球 全 体 や聖 書 の世 界 にお いて,ト ウ ェ イ ン は人 間

性 の0面 た る暴 力 を描 いて い る。

『コ ネ テ ィカ ッ ト ・ヤ ンキー』 はハ ンクが部下 に殴打 され る暴力 に始 ま り,

彼 が マ ー リン に刺 され る暴 力 に終わ るので ある。 これ は,ト ウ ェイ ンの作 品

の なか で 最 も暴 力的色彩の濃 い物語 であ る。

『王子 と乞食 』で は,ヘ ン ドンが 王 子 を助 け よ う とす る とき・暴 徒 は 「奴
1)

め,殺 せ!奴 を殺 せ!奴 を殺 せ!』 と叫 ぶ 。 トウ ェイ ンは こ こで もまた

暴 力的 な人 間の浅 ましさや醜 さ を描 いてい るのだ。 『ハ ック・フ ィン』 の シェ

パー ドス ンの男 たちに よる殺iの 現 場 に居合 わ せ た ハ ック は,そ の凄 惨 な光

景 を夢 に まで見 るが,こ れ は,獄 中 に囚 わ れ た 王 子 とヘ ン ドンが,そ こで 火

災 りに され る母 親 と彼 女 の もとに駆 け寄 る子供 を目撃 した ときの場面 を連想

させ る。王子 は,「 予 が あの瞬 間 見 た もの は,予 の記 憶 か ら決 して 離 れ ず に記

憶 に とどまる ことだ ろ う。 そ して一 日中 その ことを考 え,夜 じ ゅ うそ の夢 を

見る,死 ぬまでそれが続 くであろぢ」 と言 うのである.ト ウェインは燗 の

1)ThePrinceandthePauper,p.X26.

2}Ibid.,p.283.
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醜 さや残酷 さを物語 ってい るの だ。

チ ュー ダ0王 朝 の人 間 もア メ リカ人 も人 間性 の点 では何 ら変 わ りはない と
,

トウ ェイ ン は主 張 して い る の で あ る。 シェパ ー ドス ン家の人々 も王子 の前 に

い る醜 い人 た ち も変 わ らない とい うこ とは ど うい う ことなのか
。 つ まる とこ

ろ人 間性 は遺 伝 と環境 に よって形づ くられ る ものなのであ る。

『コネテ ィカ ッ ト・ヤ ンキー』 にお ける トウェインの人間性 の捉 え方 は暗 い

が,こ こでわれわれはモ ンタギュの暴力}こ関する人離 の遺伝 と願 藷 当

て嵌 め るこ とが で きる。ハ ンクはフェイ王妃 の酷 い人間性 を垣 間見 て次 の よ

うに言 う。

教育 教育が全てだ。教育 は人間にとって存在の全てだ。われわれは天

性 のことを話すが,そ れはばかげている。天性のような ものはな く,そ の

ように紛 らわ しい名前で呼んでいるものは,遺 伝 と教育にすぎない
。われ

われは自分 自身の考えなんて全然持っていない し,意 見 も持っていないの

である。そうした ものは受け継がれ教育 された ものである。元来われわれ

の内にあるもの全ては,従 ってわれわれに とり結構名誉であるか不名誉で

あるが,キ ャンブ リックの針の先で覆い隠せるようなもので,あ とは全部

何十億年前のアダム貝やバ ッタや人類が由来するという猿 といった長い行

進のお陰で受 け継がれた原子 なのだ。人類は大そう退屈 に,こ れ見よが し

に,し か も無益に進化 した ものなのだ。そして私にとっては,こ の とぼ と

ぼ歩 く悲 しい巡礼の旅即 ち永遠 と永遠 との狭間の この哀れな漂流の旅で考

えるのは・純粋で気高い,潔 白な生 き方 を見つけ,慎 ましく生 き,私 の内

にあって真に私である一つの極微の原子をとってお くことで撚 。

3)AshleyMontagu,TheNatureofHumanAgression
,pp.34.

4}AConnecticutYankeeinKingArthur'sCourt
,p.208.
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ハ ンクによれば,人 間は遺伝 と教育(言 い換 えれば環境)に より決定 され,

人間の内にあるものは原子で しかない という。それ故人間は 「純粋で気高い,

潔白な生 き方 を見つけ,慎 ましく生 き」 るのだ というのである。人間は遺伝

と教育によって堕落 し,暴 力的で残忍 になって しまった とい うハンクの否定

的な彼の言葉 を通 して,ト ウェインは人間性の否定的な部分を批判すると共

に,そ の向上 を訴 えているのである。

遺伝 と環境 によってできあがってしまった人間 としては,他 に円卓の騎士

や積年王位を占めて来た人々や領主の配下や,あ るいはまだ完成 していない

子供たちが挙 げられる。

ハンクは,暴 力を楽 しむ円卓の騎士の姿 を嫌悪 し,そ の後で王位 を占めて
5)

来た人 間の こ とを考 えて,「 誰 だ って人 類 が 恥 ず か し くな る」 と言 う。

ハ ンクはまた,ア ーサ ー王 との お忍 び の旅 にお いて領 主の館 での配下 の態

度 を目の当 りに し,嫌 悪 す る。 ハ ンク は言 う。

この男 も女 も,自 分たち と同じ階級にある者 と領主 との間で争いがあれば,

その哀れな悪魔の階級全体が主人の側 に立って戦 うのが当然で,適 切で正

しく,事 の正邪 を問うことな どしない と感 じているようだ。 この男は自分

の隣人たちの縛 り首 を助 けようと出て行 き,そ れ を一生懸命やったが,彼

らに対 しては疑 い以外何 も持たないし,彼 らを擁護する証拠な ど何 もない

と思い込んでいる。それで も彼 も彼の妻 もそれについて恐 ろしい ものを見
6)

てい る とは思 っていない よ うだ った。

ハ ンクは人は何故 「事の正邪を問 う」 ことをしないのか と疑問を抱 くのであ

る。上流階級の人には卑屈にな り,奴 隷には高慢な態度 を執 るそうした人間

5)Ibid.,p.101.

6)Ibid.,p.343.
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に対 して,彼 は言 う。

本当に,時 々人類全体 を揃 首 にして この茶番 を終わらせたい と思7)。

ハ ンクは更 に続 け,そ うした人間 と共通するアメ リカ南部の奴隷制度 にま

つわ る 「プア ・ホワイ ト」の例 を引 き,人 間の堕落や理不尽 さを述べ る。プ

ア ・ホアイ トもここでの配下のように,奴 隷領主 を憎んでいたが,彼 らを表

面的に立て奴隷制度 を支持 しようとしたのである。ハ ンクは表面的な人間,

つまり 「事の正邪 を問 う」 ことなどしない人 をr人 間はなんと言って も
,心

8)

の底では人間なのだ」 と普遍的な人間の常 を語 るのである。

その後ハ ンクは,子 供たちか ら成 る暴徒が子供の」人 を縛 り首 にしようと

9)

している光景 を目撃 し,「 これ も人間性 のあ らわれだ」 と言 う。 これはつ ま

り,子 供たちとて大人たちの愚かさや残酷 さを模倣 しているにすぎない こと

を意味 している。

このようにあ らゆる層の否定的な人間を,ト ウェインはことごとく告発 ・

批判 しているのである。 トウェインはまた同時に,ハ ンクの言 う人間の内に

あって真 に自分である 「原子」 をもちつつT人 間性 を向上 させ るべきである

とも主張 しているのである。

遺伝 と教育 については,『 人間 とは何か』の 「老人」の言葉が大変興味深

い。彼は,「 人間の気質 〔生来の性質〕と教育 〔外部からの影響全て〕が人間

の行動 を決めるし,人 間はそうする。そうするより仕方がない し,物 事 に対
10)

して権威 なんかないのだ」 と言 う。故 に,人 間は,訓 戒 として理想 を高 く持

ち自分 を教育 して理想の頂点に達するよう生 きる。そうなれば,「……人間は

7)Ibid.,p.348.

S}Ibid.,p.343.

9)Ibid.,p.349.

IO)WhatIsMan?,p.200.
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満定ナるし,身 乳汝らきらと隣入亭社会たも莉益をもたらナ告為たをるふら,

勧 硫 撮 夫.11)」 ということである.こ の 「老人」

の人間性の捉え方は,ハ ンクのそれ と相通ずると言えよう。「老人」もハ ンク

もこのように人間性 に関 して,環 境重視の立場を主張 している。

「ハ ドルバーグを腐敗 させた男」(1896年)は 環境 により堕落する人間を描

いた短編である。 ここか らも人間性 は環境や教育 によって決 まるとい う捉え

方が読める。町を腐敗 させた男,よ そ者ハワー ド・スティーヴンスンは,清

廉潔白といわれるハ ドルバーグの町の代表者19人 の化けの皮 を剥 ぎ,徹 底的

に痛めつける。清廉潔白というスローガンを掲げる町の環境 によって作 られ

た,卑 怯で臆病な老人 リチャーズ夫妻が言わば悲劇の主人公だ。何故 よそ者

が善良 といわれる町の人々を苦 しめる結果 となったのか。それは閉鎖的で独
12}

断的で虚栄心を持つ町の人か ら彼が 「身に覚えのない酷い侮辱をうけた」か

らであ り,こ うした侮辱が心理的暴力 となったのである。 また,こ の町には

暴力の介在 を許す空気があったのである。事実,人 間に羽根 とタールで塗 り

つける暴力 も存在 したのである。

ハ ドルバーグの町 を攻撃するハ ワー ドの手紙によると 「私は町の人全部,

男性 も女性 も痛めっけようと思った 肉体で もな く財産で もな く虚栄心に

対 してだ。弱い愚かな人間が最 も傷付 き易い ところだ。……はあ,あ なたが

た単純な人たちよ,あ らゆるものの中で最 も弱い もの というのは火の中で試
13)

されていない徳である」。時には心理的暴力が物理的暴力を生むが,こ こでは

心理的暴力が心理的暴力 を生んでいる。ある意味では,単 なる物理的暴力 よ

りも心理的暴力のほうがはるかに恐 ろしいものになる。それ は心理的暴力が

致命的な物理的暴力を導 くか らであ り,ま た人間 は心理的暴力によって計 り

11)Ibid.,p.173.

12)TheCompleteS」MortStoriesρ プMarkTwain・,P・350・

13}Ibid.,p.380.
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知れない精神的打撃 を受 け得 るか らである。 この短編の場合がその一例であ

る。

さて,教 育について述べるリチャーズ夫人の言葉 によると
,「正直であれ と

は永遠の教育,教 育,そ して教育です。一 一正に揺藍から
,そ れは,あ りと

あらゆる誘惑に対 して正直に守 られたのですか ら,作 られた正直で,誘 惑が

あれば水のように脆いのですよ,今 晩憂 き目にあっているのです力逡 」 と言

う。彼女は自分 を含め,町 全体の人々の驕 り,あ るいは薄 っぺ らな人間性が

教育(環 境)に よって作 られてしまった悲劇 を物語 っているのである。すな

わち,作 者 トウェインは表面的には善良で正直 に見 えて も,実 は心の内側で

は嘘をついた り,不 誠実であった りす る人間がいかに多いかを
,善 良だが弱

い リチ ャーズ夫妻を通 して批判 しているのだ。彼は悪人ではな く善良な彼 ら

を批判の的にしたか らこそ,彼 の批判 は一層痛烈になっているのである
。

トウェインの人間性批判 は終生続 く。勿論それはアメリカに対 してだけで

はない。同 じく晩年の作品 『赤道 に沿って一一 世界一周の旅』で彼 は
,イ ン

ド史 に登場する絞殺強盗団に言及 し,人 間性の一面を表す暴力 を物語ってい

る。

殺す喜び!殺 しを見 る喜び一 これ らは人類一般の特色である。われわ

れ白人 は単 に絞殺強盗団のな り変わ りであ り,絞 殺強盗団は文明のちょっ

15)

とした抑圧 に苦悩 しているのだ。

文明 という環境 によって,人 間 は知 らず知 らずの うちに教育 されている。人

間は文明の抑圧 という暴力 も受けていると言 って もよい。人間が人間 を殺 し

て喜び,ま たそれを見て喜ぶ とい うことも,環 境 のなせ る業 と言えるだろう。

14)Ibid.,P-358.

15)FollowingtheEquator:AJourneyaroundtheWorld
,p.437.
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さ らに,ト ウ ェイ ン は古 代 ロー マ の闘 技 場 に見 られ る殺数,公 の場 に お け

る キ リス ト教 徒 の 火 爽 り,ス ペ イ ンや フ ラ ンス に お け る血 腸 い悲惨 な闘争

こうした もの を人 間 は楽 しんでい るのだ,と 述 べ て 人 間性 の残 酷 さや 醜

さ を批 判 す るので ある。

「呪 われた人類」とい うエ ッセイ において も,ト ウ ェ イ ン は 「あ らゆ る動 物

の なか で,人 間 が 唯 一 残 酷 な動 物 で あ る。人 間 は楽 しむた めに残酷 な ことを

して痛 め付 ける唯_の 動 物 で あ16)」 と述 べ,人 間 性 の 凶悪 さ を説 い て い る.

トウ ェ イ ン は また 『地 球 か らの手紙 』 において,人 間 の残 酷 性 や人 種 ・民

族 の偏 見 が もた らす暴力 を描 く。彼 はサ タ ンの 口を借 りて,「 あ らゆ る時代 に
17)

おける人間の歴史 は血 に染 まり,憎 悪で燃 え}残 虐行為に汚れて」お り,「 あ

らゆる国家 は他の全ての国家 を見下 している。あ らゆる白人の国家 は有色人

種 を軽蔑 し,た とえどんな肌の色であろうとも彼 らを可能な限 り圧迫 してい

瑠」 と述べ てい る.ま た,ト ウ ェイ ン は ア メ リカ の歴 史 に残 るよ うなイ ンデ

ィアンの残虐行為 を書 く。「1862年,ミ ネソタのインディアンは合衆国政府か

らかなり不当な扱いを受け,裏 切 られて来たために,白 人開拓者に反抗 して

立ち上が り,彼 らを皆殺 しにした。年齢や性別に関係無 く手当 り次第皆殺 し
I9)

に したのだ。 この0件 を考 えてみなさい」 と トウェインは促す。つまり,こ

の作品では,環 境 によって歪んだ白人 と環境によって虐げ られたインディア

ンを通 した人間全体 の暴力性が批判 されているのである。 この作品では人間

の残虐行為は神の仕業の真似であり,そ れは神の御心に沿った もの として捉

えられてお り,作 者 はむ しろ人間に対 して同情 をもって哀れんでいるとも言

える。

トウェインの晩年の未完の作品 『不思議 なよそ者 ・原稿』にも・人間の暴

16)BernardDeVotoed.,LettersfromtheEarth,p.179.

17)Ibid.,p.52.

18)Ibid.,p.16.

19)Ibid.,p.53.
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力性批判および人間 に対する同情が色濃 く流れている。 トウェインはここで
,

文明 と呼ばれる営みにおいて,人 間は宗教や戦争を巧みに合理化 した り,利

用 して きた と批判 している。聖書に代表 されるキリス ト教文明 とそれが もた

らした戦争が徹底的に糾弾 されている。キ リス ト教文明自体が暴力 として捉

えられているのである。

トウェインはその作品の第一部 「若 きサタンの物語」において,サ タンの

言葉 を通 して,キ リス ト教文明や戦争 を批判 ・糾弾 し,一 連の暴力を例 とし

て並べている.そ してそれ 曝 力行為 とは,「 人類の進歩の歴貿」なのだ とし、

う。 カイ ンは棍棒 でアベ ル を殺 し,ヘ ブ ラ イ人 は槍 や 剣 で殺 人 を行 い,ギ リ

シ ャ人 とロー マ人 は防御 の 鎧 を使 い,軍 を組 織 し統 帥権 をふ るい,キ リス ト

教 は銃 や 火 薬 とい った有 効 な武器 を開発 し,効 果 的 に殺 鐵 を行 った 。 そ して,

「あ らゆ る人 間 は,も し 『キ リス ト教 文 明 』が なか った とした ら戦争 は とるに

足 りない もので しか なか った,と 嘆 くに違 い ない の繋 」 と続 け る.こ の よ う

に トウェインは,人 間による殺i,戦 争,そ して文明をことごとく批判 ・糾

弾するだけではな く,そ れぞれの時代 のそれぞれの環境で,暴 力 を行使 して

きた人間の愚か さを嘆 き悲 しみ,そ のような宿命 を持つ,不 完全な人間を哀

れんでいるのである。

さて,ト ウェインの人間性に関する見方は,『 人間 とは何か』の 「老人」が

言 うようにむしろ悪であ り,そ れはモンタギュの論 と反対 になろうが,遺 伝・

環境 に関する トウェインの見方はモンタギュのそれ と共通 している。両者 は

共 に教育や環境 を重視す る。彼 らは共に人間は教育 ・環境 によって善 になる

ということを主張 しているのである。では,も う少 し彼 らの共通点を見る必

要があろう。

一体
,ト ウェインは人類全体が暴力的だ と言っているのだろうか。確かに

20)MarkTwain'sMysteriousStrangerManuscripts
,p.134.

21}Ibid.,p.13fi.
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あ らゆる人 間 は暴 力的 にな り得 る。 『不思議 な よそ者 ・原稿』 の一節 を見 てみ

よ う。

人類 は羊で構成 されている。少数の人に支配 されてお り,大 多数の人に支

配 されることは希だ,否,決 してない。感情 も信念 も抑 えて,最 も大 きな

雑音を立てる一握 りの人について行 く。時には,そ ういう騒が しい人が正

しいが,時 には正 しくない。 しか し,そ んなことは問題 じゃない。大衆 は

それについて行 くか らである。人類 の大多数は,た とえ未開人で も文明人

で も,心 の底 は優 しく,人 を苦 しめることには怯むんだ。が,暴 力的で冷

酷な少数派 を前にすると,思 い切 って自分 を主張するなんて ことはしない。

考 えてみなさい!一 人の優 しい心の持主が別の人 を密かに見張って・意

に反する非道な行為に,忠 誠 を尽 くして手助 けするように気 を配 るんだ。

……戦争を扇動する側に一一 正当な人 は決 していなかった し,卑 劣な こと

をしない立派な人な ど全 くいなかった。……いつ もの通 り 大声を張 り

上げる一握 りの人一 が戦争 を呼びかける。……そうして全国民一一 宗教

界 も全てが全て一 戦いの城声をあげ,叫 び過 ぎて声がかれる。 そして敢

えて口を開 くような誠実な人が群がってや じられ襲われるんだ。間 もな く

そうした人々の口は閉 ざされて しまう。次 に政治家がけちな嘘をでっちあ

げ,攻 撃 された国にその罪 を着せる。そして国民誰 もがその良心 を宥める

ような虚偽 を喜んで受け容れ,熱 心に学ぶが,反 論なんかは全然検討 しな

い。 こうして誰 もが戦争 は正当なんだ と確信 し,こ のグロテスクな自己欺
22)

隔の作用 を通 して,よ り一層の安眠を求めて神 に感謝するのである。

この引用 は一一部 の人 間の暴 力性 と人間一般 の善性 を示 してい る。 そ して,こ

れ は トウ ェイ ンの エ ッセ イ 「戦争 の祈 り」(1923年)を 連 想 させ る。 「最 も大

22)Ibid.,pp.154-56.
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きな雑音 を立てるleり の人」 とは取 りも直さず暴徒の扇動者であ り
,ま た

あるいは政治家である。そして 「大衆」が暴徒や政治家になるのである
。な

お,直 接戦争に参加 しない政治家が戦争を始めるのである
。 トウェインはこ

うした人間を痛烈に批判 しているのだ。だが,彼 は大部分の人間 は 「優 しい

心の持主」だ と主張 している。それでは何故大部分の優 しい人間が一部の人

間に圧倒 されてしまうのか。それは,ト ウェインによると,人 間は臆病であ

るため,自 分を正直に表現できないか らだ という。いずれにしても,彼 は「暴

力的で冷酷な少数派」の人間性は 「長 く受 け継がれて きた偏見やばかげた教
23)

育」によって歪め られていることを強調すると同時 に,大 多数の優 しい人間

の弱さが少数派に加担 してい くという現象 を述べているのである
。

この点 もモンタギュの言 う「暴力的な人 もいる一 だが,『一部』を 『全部』
24)

と混 同 しない よ うに しよ う」と共通 す る。 さ らに,「 戦 争 は概 して大 きな権 力

の座 に あ る少数 の個人 によって,… …判 断 が 道 徳 的 に完 全 に正 し くな くとも
,

25)

そうい う見せかけでなされる」 という見解 も,サ タンの表現を通 した トウェ

インのそれ と同様であるということができる。

トウェインは何故 それほどまでに人間の暴力や残酷な人間性 を執拗 に描い

たのか。それは人間 を痛めつけるためというよりも,む しろ人間を擁護する

ためか らなのである。それ故,彼 は人間を攻撃す るキャラクター として人間

ではないサタンを用 いたのである。

人間は臆病であるため他の人間 と一緒でない と不安 を覚 え,た とえ悪い と

気付 いても自分の意志 を曲げて行動 してしまう。人間は全 く矛盾する弱 い存

在であるか らi情 けをかける必要があるのだ と彼は暗示する。

23}Ibid.,p.154.

24)AshleyMontagu,op.cit.,p.106.

25)MarkTivain'sMysteriousStrangerManuscripts
,p.271.
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暴力を巡 る愛 と笑い

マーク ・トウェインは生涯人間性 を追究 して止 まなかった。彼 はニーチェ

やイプセ ンなどの哲学者の本は読む必要 もなかった し,読 みたい気持ち もな

かったと言い,次 のように言う。「全て人間自身が全人類であ り・何一つ欠け

るものはない。私 も何一つ欠けるところのない全人類だ。私は自分 自身のな

かで これまでずっと熱心にしか も強い興味 をもって人類 を研究 してきた。人

間は皆なんと臆病なのか!… …人類 は臆病な種族 なのだ。そして私 自身 もそ
26)

の人類の行進 をしているばか りでな く,旗 標 まで掲げているのである」。これ

は彼の特徴 を如実 に物語 る。すなわち,彼 は自分だけいい恰好 をして,他 の

人間を嘲笑 った り,軽 蔑 した りす るのではない。彼 自身 も弱い人類の代表で

あるというのだ。 ここに彼の謙虚 さおよび人間に対する深 い愛が感 じられる。

例 えば,ハ ックの人間性 はこうした愛に由来する。ハ ックがウォルター ・

スコッ ト号の悪党三人組 を助 けようとす るのも,ま たジムに対 して,歴 史上

の王様 は大方悪党であることに言及 し,「 王様」と 「公爵」を勘酌 してや らな

ければいけない と言 うの も,人 間に対する愛か らである。あるいはまた,そ

の二人の愚か さや下劣 さに対 し,「 誰だって人類が恥ずかしくなった」という

の も,そ して彼 らがパイクスヴィルの連中に暴力を加 えられているときに「哀
　の

れで,惨 め な彼 ら悪 党 が 気 の 毒 に な る」 と言 うの も彼 の暖 かい人 間性 か ら く

る もので ある。 さらに,ハ ック が意 を決 して メア リ ・ジ ェイ ンー家 を救 うの

も,ま た彼 が ミス ・ワ トス ンの こ とで悩 むの も,そ して 地獄 行 きを決 心 して

ジム を常助 しよ うとす るの も全 てハ ックの人間性 を通 した作者 トウ ェイ ンの

人 間擁護 の愛 に他 な らない。 ジムに対す るハ ックの決 断について トウ ェイ ン

26)BemardDeVotoed.,MarkTwaininEruptzon,preface.

27)AdventuresofHuckleberryFinn,p.290.
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は事実・腱 全 な構 と歪ん娘 心力葺真向から嫉 し浪 心の方が敗北す28)」

と言ったが,「 健全 な心情」とは言い換 えれば人間愛である
。 トウェインはハ

ックの愛 を強調することによって,嘆 かわ しい人間の姿に対 し救いを見出 し

た と言 うことができる。

そして 『ハ ック ・フィン』でzト ウェインが冷酷無情なシャアバーン大佐

を登場 させたの も,見 方を換えれば,人 間に対する愛か らだと言 えな くもな

い。何故なら,ト ウェインは優 しい人間ハ ックにシャアバー ン大佐の ような

人間を超越 した役割を演 じさせていないか らである。作者はシャアバーン大

佐にハ ックでは決 して表す ことのできない力 を発揮 させている
。その力 とは

例 えば殺人や演説だ。 シャアバーン大佐のボッグズ射殺 は無情であ り
,彼 の

演説 には暴徒 に対する猛々 しい軽蔑や攻撃がある。それはハ ックの理や人間

性 を裏切 るものである。彼は優 しい少年である。 トウェインはそういうハ ッ

クに,人 間に対す る明 るいヴィジョンを抱かせたかったのである
。

ハ ックが トウェインの考えを代弁するように
,シ ャアバーン大佐やサタン,

あるいはその中間的存在であるハ ンクも同様に トウェインの考 えを代弁 して

いると考えられる。ハ ックの考 え方はハンクに受け継がれてお り
,彼 ら二人

には人間性の面で共通する愛がある。

『コネティカット・ヤンキー』において,自 分の伴侶サ ンデイが豚 を崇め
,

それ と戯れる行為蜆 て,ハ ンクは 「人類力§恥ずか しかっ瓢 と言うが
,そ

の言葉 も,ま た王位 を占めてきた人たちに対 して 「誰だって人類が恥ずか し

くなる」 というの も,人 間性批判であると同時に,ハ ンク自身 も人間である

ことに対する仲間意識即 ち人間愛から出ている。

確かに トウェインの人間性批判は永続的に続 き,彼 の晩年のそれは異常 と

さえ言えるか も知れない。に もかかわ らず,彼 の批判の根底 には人間愛が読

28}WaferBlaiar,MarkTwainandHuckFinn
,p.X34.

29)AConnecticutYankeeinKingArthur'sCaurt
,p.232.
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める。晩年の1899年,ト ウ ェ イ ン は,親 友 の ウィ リア ム ・デ ィー ン ・ハ ウエ

ル ズに宛 てた手紙 のなかで,人 間 は悪 意 に満 ちた 神 に よ って弄 ばれた愚か な

存在 で あ り,そ の人 間 の行 為 は卑 劣 で残 酷 を極 め る,と 述 べ て い るが,そ れ

で も燗 に纏 はしない と続 けて謬.ト ウェインはまたして も一部曝 力

的 な,弱 い,愚 か な人 間 を批 判 す る と同 時 に擁護 して いるのであ る。 また,

彼 は次 の よ うに も言 う。

警棒 と連発拳銃 をもった警官を廃止 し,『青春』と 『愛』で完全に武装 した
31)

詩人 の一隊 をお こう。

これ は正 に人 間 を救 えるの は,暴 力 で は な く愛 だ とい う こ とを物語 ってい る

ので ある。

さて,マ ー ク ・トウ ェイ ン は愛 の他 に も人間 を救 える ものが ある と言 って
ヴア オLン ト

いるのだろうか。 トウェインは「凶 暴 な気質を持っていたが・ユーモアのセ

ンスがあったので絞首刑か ら救われた。彼 は同じようにユーモアが自己崩壊

する人類を救 えると信 じたのだ。若い頃,ト ウェインは何度 も暴力を揮 う気

になっていた。一度彼 は反決闘法を破ったため起訴 されるのを避けてネヴァ

ダを去 らなければならなかった。だが,そ の賢い男 は思慮分別のある男性へ

と成長 し,徐 々に平和をもたらす有 り難い忍耐 とい うものを学んだ。『もし万

0私 に今挑戦 して くるような男がいれば,そ の男の所へ行 き,親 切に,し か

もAめ 立てをしないで,彼 の手 を取 り静かなひっそ りとした場所へ連れてっ
32)

て農 しセしまらのだが』 と年 とった彼 は罪 もなさげに言った」 ということで

あ る。無論,ト ウ ェイ ン はユ ー モ ア を交 えて そ う言 ったのであ り,こ こに は

30)HenryNashSmithandWilliamGibsoneds.,MarkTwinHowellsLetters,pp.

689-92.

31)A」PenWarmed一 のinHe〃'Mark犯 ω認 ηinProtesちp.12.

32)AlexAyres,TheWitandWisdomげ ルZα漉 丁ωα畝p.239.
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ユーモアがあ り,ま た ユ ーモ アが 解 せ る人 間 が人 類 を救 える との含蓄が あ る

のであ る。この種 のユーモ アは,ト ウェ イ ンの ユ ー モ ア に詳 しい ジ
ェイムズ.

コ ッ クス の 言 と共通 す る・それ は,「 トウ ェ イ ンの ユ ー モ ア とは,フ ・ ンテ ィ

ア の ほ とん どの文 芸 家 のユーモ ア と同様 ,フ ロ ンテ ィア の 肉体 的暴 力 に匹 敵

するような種 のr文 学的』暴力であっ掲 というものである
。

アメ リカ には,今 で も トール ・テ イ ル 的笑 い が あ るが
,そ れ は元 々 フ ロ ン

テ ィア とい う厳 しい 自然環境 にお ける生活 の不安
,疲 労,憂 欝,死,暴 力,

恐 怖,絶 望 か らの,ま た厳 格 な宗 教 的空 気 か らの解 放 を目的 として生 じた と

言われ てい る。 ケニー ス ・リンは,「 気 ま ぐれ で始 ま り冒濱 で終 る トール ・ト

ー ク(ト ー ル ・テ イ ル)は フ ロ ン テ ィアの 人 間 に は必 要 であ
った。何故 な ら,

ウ イル ダ　ネ ス

それはその荒 野 という相手の得意の手で逆 にや っつけ
,恐 怖 を生の喜 びに

変え,無 力 さを爽快な力感 に変える一つの方法であった
。 フロンテ ィアの人

間は
34)1?も ないほらをもって・一つの抗 しがたい宇宙に大胆に立ち向力り

たのだ」 と述べる。 この ようにフロンティアの人たちは
,極 めがたいウィル

ダーネスを卑小化するというよりも逆にその現実を誇大化すること
,と りわ

け笑 いによって諸々の現実の問題か ら解放 されたいと願 ったのである
。

トウェインの笑 いは,こ の トール ・テイルの伝統 を引き
,話 芸や地方語 を

盛 り込 むことにより,武 器 として確立 されたものである。厳 しい現実 を和 ら

げ,現 地の特色を内包 したこの笑いは取 りも直 さず人 を救 うものである
。人

間には常に笑いが不可欠であ り,生 活状況が きび しければなおの こと笑 いは

必要 となって くる。精神的余裕のない ところに笑いの生 まれる余地 はないだ

ろうが,物 事 に余裕 をもって当たれば笑いは生 まれる
。 トウェインは,そ の

余裕 を持てば,自 然や人間社会の厳 しさ(暴 力的環境)の なかにあって も
,

人間は笑いを見出せ ると強調 したのである。換言すれば,彼 は暴力か ら人間

33)TheEncyclopediaAmericana ,Vol.27,p.291-a.

34)KennethLynn,MarkTwainandSouthwesternHumor
,pp.27-8.
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を救 う一つの手段 としての笑 い を強調 したので ある。勿論 それ は悪意 の笑 い

で はない。 トウェイ ンは 「若 きサ タ ンの物語 」のサ タ ンの口を通 してそ うし

た笑 い につ いて次 のよ うに述べ る。

人類 には欠乏 してい る ものが多 いが,た だ 一 つ疑 い な く有 効 な武 器一 一 笑

いが ある。権 力,金,信 仰,嘆 願,迫 害 こ うい う もの は巨大 な虚 偽 を

もた らし得 る。 それ を1世 紀,1世 紀 と少 しは押 し動 か した り,多 少 は弱

め る こ とが で き る。 だ が,『 笑 い』だ けが た だ の 一 吹 きで,虚 偽 を粉 み じん

に吹 き飛 ばす こ とがで きる。 『笑 い』を攻撃 で きるもの は何 もない。人 間 は

いつ も他 の武器 を用 いて騒 ぎ立 てた り戦 った りして いるんだ。人 間 は笑 い

の武器 なんか使 う ことがあ るのかね。いや放 ってお いて錆 び らか してお く。

人 間 として一体 全体 それ を使 うことなんかあ るのか ね。 いや 人 間に は
35)

そんなセ ンス も勇気 もないのだ。

トウェイ ンは,人 間 に は この よ うに唯 一 有 効 な武器 としての笑 いが あ るに も

かかわ らず,そ れ を十 分 に利 用 して い な い こ とを嘆 くと共 に,入 間 は 「他 の

武器 」 を用 い て戦 うの は止 め 「笑 いの武器 」 を活用 し平和 に生 きるべ きだ と

い うこ とを強調 してい るので ある。 その 「他 の武器」 とは暴力 の こと と言 え,

い か な る武器 も社 会 を変 え る こ とはで きない とい うこ とが暗示 されてい る。

笑 い は暴 力 を粉砕 し,人 を救 う こ とが で き るの で あ る。 トウェイ ンの意味 す

る笑 いは,人 間 の嘘 偽 りを暴 露 し,社 会 の 一握 りの暴 力 的 な権 威 に挑 む 「唯

一有効 な武器 」 なので ある。

暴 力 につ いては トウ ェイ ン と論 を異 にす るが,笑 い につ い て,コ ン ラー ト・

ロー レ ン ツ も言 って い る。彼 は,「 い っ し ょに笑 う こ とが で き る とい うこ と

は,真 の友 情 をつ く りだ す た めの 前提 で あるばか りで な く,ほ とん ど友情 の

35)MarkTwain'sMysteriousStrangerManuscripts,pp.16566.
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第一歩 を踏み出 したということなのだ。笑いは……高尚な意味で人間固有の

ものである・……笑っている燗 が発砲することは湯 葭 幽 と述べ
,

笑いが友情(愛)を もた らし,暴 力 を拒絶すると説いている
。笑いが人間固

有の ものだ ということは,ア リス トテレスの 「動物部輪 舳 来する
。

聖書 の箴 言 に,「 笑 う時 に さ え心 に悲 しみ が あ る」とい う言葉 があ るが
,ト

ウ ェ イ ンの笑 い に つ い て もそれ は言 える。 これ は,デ ・ヴ ォ0ト が 「初 め て

アメ リカ文学 に翻 的な笑いをもたらすの勢」 と評 していることとも共通す

る。 こういう場合 トウェインは人間を厭 う気持 を笑い飛ばそうとしたのだ
。

トウェインの笑いを悲劇的だ と見れば,そ れは彼の内心の焦慮
,憤 り,あ る

いは悲 しみの裏返 しにす ぎないか も知れない。 しか し,来 世や神の世界の よ

うな完全無欠な所 には笑いの入 る余地はないであろうが,不 完全な人間世界

には笑 いが必要なのである。 トウェインは笑いに人間性の善 を見出 し
,そ こ

に最後 まで縄 っていた と言 うことができる。

ア メ リカには悲劇 を生 む暴力 が顕著 だ。社会 や個人 に とって最大の敵 であ

る暴力 は至 る ところに存在 す る。 これ は,ル ネ ・ジ ラー ル が 述 べ る よ うに 「暴

力 に終 止符 を打 つために は,暴 力 な く して はす まな39)La」か らな の か
,そ れ と

も
4。1本質的爆 力が単に歴史の領域1こおいて も・われわれの上 に劇的に回帰
する」からなのか,い ずれにしても社会形成あるいは文化形成の過程 を考え

る場合暴力が必ず登場する。

また,フ ロイ トが述べるように,「 いまや人類 は,自 然力の征服の点で大 き

な進歩 をとげ,自 然力の助 けを借 りればたがいに最後の一人 まで殺 し合 うこ

とが容易である。現代人の焦躁 ・不幸 ・不安のかな りの部分は
,わ れわれが

36)コ ン ラ0ト ・ロ ー レ ン ツ,『 攻 撃 』
,pp.374-75.

37)『 ア リス トテ レ ス 全 集8』,pp.354-55 .

38)BernandDevote,MarkTwain'sAmerica
,p.268.

39)ル ネ ・ジ ラ ー ル,『 暴 力 と聖 な る も の 』
,p.42.

40}Ibid.,p.520.
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41)

この こ とを知 ってい るこ とか ら生 じてい る」のであ る。 これ故 に こそ,わ れ

わ れ は暴 力 の根 絶 に更 に努 力 すべ きなので ある。

アメ リカ には確 か に,暴 力 の 伝 統 が 読 み取 れ るが 一 方 では非暴力主義 の伝

統 もあ る。ペ ンシルヴ ァニアの創建者 ウィ リアム ・ペ ン,メ キ シ コ戦 争 を批

判 し 「市 民 と しての反抗 」(1849年)を 著 し,奴 隷 解 放 を願 ったヘ ン リー ・ソ

ー ロ ウ,奴 隷 制 度廃 止論 者 の ウ ィ リア ム ・ロイ ド ・ギ ャ リス ン,黒 人 運 動 指

導 者 の マ ー テ ィ ン ・ル ーサー ・キ ングニ世 な どがい る。非暴 力 を訴 えた こう

した人 々 によって,ト ル ス トイ や ガ ン ジー で さ え影 響 を受 けた とい う。

そ して,文 学 を通 して人 間 の暴 力 を こ と ごと く批判 し,物 事 を頭 で はな く

む し ろ心 で捉 え,愛 と笑 い を訴 えた マ ー ク ・トウ ェイ ンがい るのであ る。
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